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3 年ぶりに対面で開催  - 第 41 回定期総会 - 

               会員 47 名が集う    副会長 涌田みちる(1983 理工) 
5 月 21 日㈯、2022 年度（第 41 回）定期総会が、

設立 40周年記念事業の意義も込め、15時半より、調

布クレストンホテル・クレストンルームで開かれま

した。コロナが終息していない状況下で、何度も協議

を重ね、来賓は招待せず、万全の感染対策をとっての

開催となりました。総会には、会員 47名が出席。近

況を語り合うなど、再会を喜ぶ姿が見られました。 

総会は明石幹事の司会で始まり、山田会長が就任

後初めての挨拶に立ち、活動の自粛期間中もコロナ

に対応した活動を工夫して行ってきたことを報告し

ました。今年度は地域ごとの交流を深め、ネットを活

用した若い世代の交流も推進したいとの考えを示す

ともに、五黄の寅年生まれのパワーで、調布稲門会の

活動に取り組みたいとの抱負を語りました。 

続いて、物故者への黙祷の後、山田会長が議長に選

任され、2021年度活動実績報告/収支決算および監査

報告、2022

年度活動計

画/収支予

算案/幹事・

役員選任/

会則改定な

どの議案を

担当役員が

説明し、出

席者全員の賛成により可決されました。 

議事では、徐々に再開している活動状況などが報

告されました。また、今年度は、長期化するコロナ禍

で疲弊した心身を癒すため、会員間の繋がりを深め、

元気になれる活動計画を検討したこと、引き続き IT

化の推進、地域貢献活動としてフードバンク調布へ

の協力活動や学生応援フードパントリー調布活動な

どの取り組みを

進めていくこと

が紹介されまし

た。人事では、平

成卒の役員・幹

事が４名となる

など、若い推進

力が期待されま

す。 
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新年度に寄せて 会長あいさつ    会長 山田和子 (1974 文) 

5月 21日（土）に開催されました第 41回総会に

て皆様にご選任頂き、会長を務めさせて頂くことに

なりました。どうぞよろしくお願い致します。 

2020年と 2021年度は書面総会に、そして例年の

行事も全て自粛せざるを得ない 2年半でした。その

間に幹事、役員は若返り「会員相互の親睦」「大学

の発展に寄与」「地域社会へ貢献」を念頭に、知恵

を絞りながらコロナ対応の活動をして参りました。 

昨年度は、設立 40周年記念事業として、紺碧記

念号、記念小冊子と記念品のおぼろガーゼタオルを

皆様にお届けし、本年度は、盛大とはいきませんで

したが、半年遅れの設立 40周年祝いも兼ねた総

会・懇親会の実施にこぎつけました。 

皆様方の笑顔に触

れ、制約はありました

が、実際にお会いする

事の素晴らしさを再認

識しました。徐々にコ

ロナと共生しながらの

活動が出来そうです。 

2年前の会長就任時、

会員一人一人が調布稲門会をオアシスと思って頂け

る温かくかつ活気のある会作りをしたいと抱負を述

べました。シニア男性も、女性も、若手も自然に集

える会作りに精進いたします。 

     ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

地域ごとに交流を深めた懇親会         涌田みちる 

総会後は、多摩丘陵を見渡すク

ラウンルームに移動し、石田幹事

長・川嶋幹事のフレッシュコンビに

よる司会で懇親会がスタートしまし

た。今回は、新趣向として、地域の

繋がりを深めたいと、住まい

の近い会員が同テーブルに

なる配席で、アクリル板ごし

でしたが、会話が弾みまし

た。 

開会挨拶、乾杯の後、田

中大学総長と長友市長のお

祝いメッセージが紹介されま

した。新入会員の自己紹介

に続き、参加者全員の氏名

が、テーブルごとに紹介され

ました。感染予防で移動と接

触を最小限にするため、食

事は着席、メニューは「すき焼き入り松花堂匠箱」の弁

当、みそ汁、デザートでした。飲み物は、ホテルスタッフ

に注文して運んでもらいましたが、持ち込みの

“WASEDA ALUMNI赤ワイン”が好評でした。 

稲門祭の紹介やフードバンク調布への支援のお願いも

行われました。 

また、プロのミュージシャンでもある、潮田副会長によ

る、恒例のピアノリサイタルでは、ハスキーでしっとりした

弾き語りに、皆聞き入りました。 

 宴もたけなわとなり、ビンゴゲー

ムでは更に熱気が高まりました。 

そして 18時半、応援部 OBの秋

沢幹事のリードで、全員起立し、手

振りしながら校歌を心で斉唱し

て懇親会を締めくくりました。帰

りには、設立 40周年記念の洋

菓子のお土産が配られ、和や

かな雰囲気のうちに終了しまし

た。 
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                     組織体制・機能の紹介      幹事長 石田欽也 (1980 商) 

会の活動の運営・活性化のため、組織体制（委員会）を構築し、機能を明確にします。 

組織活性化委員会・・・コロナ禍での会員サービス・会員増強のための企画実行を行う。  

渉外委員会・・・稲門祭への参画・協力、記念品の購入・斡旋を通じて母校に寄与する。 

地域貢献委員会・・・調布市を中心とした社会貢献活動に参画する。 

広報委員会・・・機関誌「紺碧」とメルマガの発行、IT化を含めた広報活動の充実を図る。 

会計委員会・・・収入（会費、広告費、組織強化補助費）に対する効果的な支出の検討を行う。 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

同好会ニュース  「DISCOVER FOOD」 スタート !!     山田和子 

本年度より「女性の会」を、会員誰でもがお入り頂ける会「DISCOVER FOOD」と名称を変更し、さらに幅広い

親睦の輪と活動の場を広げることにいたしました。 

2005年５月に女性会員限定の「食・歩会」が誕生、その後 2015年５月に「女性の会」と名称を変更し、現在

まで活動を続けてきましたが、男女別の交流は時代的になじまなくなってきています。今後は垣根のない自由で

自然な会員同士の交流の場としていきたいと考え、組織を変更いたしました。「女性の会」会員は、会員として継

続されます。男性会員のご入会をお待ちしております。 

(1) 食を楽しむ（2）食を考える（3）食で地域交流する 

上記 3項目をコンセプトに「食」を通して会員同士が繋がり、楽しみ

ながら活動する会を目指します。（2）、（3）は、主に地域貢献委員会主

催・協力イベントへの参加を考えています。 

(1) 食を楽しむ 世界・日本の郷土料理、無国籍料理などを楽しむ。

レストランでの食事、文化施設などの見学。 

ホームパーテイ、オンライン飲み会、ワイン試飲会の実施。 

ＬＩＮＥでのグループ交流。 

(2) 食を考える 食と健康、食の安全、フードロスなどについて考えます。 

(3) 食で地域交流する フードドライヴ、学生応援フードパントリー、子供食堂などを通じ地域と交流します。 

＜問合せ＆申込先＞リーダー 山田和子  kazuko.yamada@jcom.home.ne.jp / 042-488-0741     

委員会名 組織活性化委員会 渉外委員会 地域貢献委員会 広報委員会 会計委員会

委員長 石田欽也 石田欽也 萩原稔 潮田健太郎 山田あかね

副委員長

 潮田健太郎
涌田みちる
中谷俊一
天野凡子
嶋田浩一

山口泉  涌田みちる
嶋田浩一

原田敦夫 芦澤友雄

職務

各種名簿管理
【会員活動活性化推進】
同好会
キテネ
会員増強
【年間行事】
総会
新年会
観月会

【稲門祭】
サロン・ド・三多摩

記念品販売（校友会奨学金）

【校友会会議】
代議員会
会長会
幹事長会議
三多摩地区稲門会諸会合等
23区三多摩支部合同懇話会

福祉バザー
フードバンク活動
多摩川クリーン作戦
野川クリーン作戦

機関誌『紺碧』発行学報投稿
【IT化推進】
Homepage
Facebook

決算・予算
会費の徴収
紺碧広告
記念事業財源
組織強化費申請

               調布稲門会2022年度組織（委員会）体制
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              新企画  🌸分散花見会🌸  広報委員長 潮田健太郎 (1977 理工院) 

長引くコロナ禍で調布稲門会としての活動も思うよ

うにできない中、大人数の集中を避けた野外のイベン

トなら何とか開催できるのではないかと、山田会長の

発案で企画されたのが、分散花見会。 

調布市内の桜の名所である深大寺コース、野川コー

ス、 武蔵野の森公園コースの 3 か所に会場を分散する

が、お互いの会場の様子をビデオチャットでリアルタ

イムで見せ合う事で、一体感も盛上がるという趣向。 

天候と桜の咲き具合を睨んで 4 月 2 日に決行。これ

が大正解。各会場とも、お弁当・飲み物・敷物持参で、

11 時集合、昼食 12 時半頃とし、解散後はお茶会に流

れる等は各会場の判断とした。各コース 5～10 名程度

と程良い人数となり、お弁当もディスタンスをとって、

感染防止に留意しつつも十分楽しむことができました。 

地域貢献活動
春の多摩川クリーン作戦 担当幹事 関口憲三 (1969 商) 

4月 10日（日）、今回も近隣各自治体の方々、野球少

年達等の参加で、河川敷は大盛況、市が用意したゴミ

用トングが不足する事態でした。プラゴミは去年よ

り減ったが、たばこの吸殻や空カンなどが目立しま

した。 

 調布稲門会からの参加者は、山田会長、石田幹事長

を始め 12名。MYwasedaを見て参加したミャンマーか

らの留学生もいました。 

声掛けをした調布三田会からは、池田幹事長ほか 8

名が参加。昨年

同様状況判断の

上、残念ながら

お茶会は中止と

し９時に解散し

ました。 

 

今期の地域貢献計画 地域貢献委員長 萩原稔(1980 教)  

昨年、40周年記念事業の一つとして、「食」の社会

問題の観点からフードバンク活動を立上げましたが、

今年度はその基盤作りを推進します。具体的にはフ

ードバンク調布に協力し、6月 19日のフードドライ

ブ活動(食料品の寄贈受付け)に参加、7月には夏休み

こどもプロジェクト（子供のいる生活困窮者家庭へ

の食糧支援）に協力します。同好会の DISCOVER FOOD

とも連携し学生応援フードパントリー、セミナー、イ

ベントの告知活動等も適宜実施していきます。 

12 月の福祉まつりは、ウィズコロナでの開催形式が

未定ですが、バザー販売があるなら感染予防も踏ま

えコンパクトな形式での参加を計画し、また他に役

務面での協力も検討します。恒例の多摩川及び野川

クリーン作戦は従来通り実施、地域美化に努めます。 

今年も皆様の参加協力を通じて相互親睦も深めたい

と思いますのでよろしくお願いします。

左から、深大寺、野川、武蔵の森公園の各コース 
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調布稲門人 第 8回  

桑原貴子さん (1983年 社会科学部卒）           取材・構成 編集部・原田敦夫 (1977 法)

ガーデンデザインという仕事は、

花や樹木の知識だけでなく、建築資

材や石といった素材の特性や価格

などの知識も要求され、加えて体力

勝負という一面もあって、そこで働

く人の多くは男性だそうだ。桑原貴

子さんはそんな業界で長く経営者・

クリエーターとして活躍している。 

 桑原さんの話を聞くと、転機には不思議な巡り合

わせがあったように思われる。 

 まず、大学進学のことである。早稲田受験のきっか

けは、「これ、使わないけどだれかいる？」というク

ラスメイトから、社会科学部の願書をもらったこと

だそう。そんな経緯で元々は女子大志望だったが、結

果として早稲田に進学することになった。「大学時代

はソフトボールとアルバイトに明け暮れて全く勉強

はしませんでした」と笑う。 

 次に仕事のことで

ある。卒業後は結婚

し、地方での生活を

経て 26 年前に東京

へ戻った。その頃に

お母さんを亡くし、

今後の人生の糧に悩んでいた時に思いついたのが、

お母さんが大好きだった花を扱う仕事だった。丁度

立ち上がったガーデンデザインスクールの一期生と

して学び卒業した時に、桑原さんが小金井に購入し

た家を建設した会社の社長から、その自宅のガーデ

ンデザインの仕事の依頼を受けるという幸運にも恵

まれた。その後もフリーペーパーに広

告を出す程度で、注文が入る状態が続

いているという。ガーデンデザインの

仕事は、受注後のメンテナンスを継続

して行い、顧客とは息の長い付き合い

をすることが多いため、色々と声が掛

かって多忙な日々を過ごしている。 

 稲門会入会のきっかけも不思議な縁によるものだ。

偶然見かけた講座参加募集のチラシに「調布稲門会」

と書かれており、「稲門会」という言葉が懐かしくて、

思わずその連絡先にコンタクトを取ってしまったそ

うだ。その相手が山田会長だったのが運の尽き（？）

で、お嬢さんの懇願を受けて練馬に転居したが、現在

も調布稲門会の会員である。調布稲門会では「ボラン

ティア活動が本当に楽しい」とのこと。今でも、交通

の便がよく、多摩川の夕景が美しい調布がとても好

きだそうだ。 

 一大決心をして起業したというよりも、自然体で

仕事を続けているように見える桑原さんだが、仕事

の質に対するこだわりは強く、コストとの攻め合い

の中で、如何にクオリティを上げていくかというこ

とには、強い意思を持って取り組んでいる。それを達

成するために、一緒に仕事をするのは、腕が確かで気

心の知れた、長い付き合いの造園業者や大工さんに

限られているという。現場にいるのが大好きで、まさ

か責任者と思われず、「よく、パートのおばさんに間

違えられます」と笑う。ソフトボールで培われた周囲

への気配りと柔らかな笑顔が、気の長いチームを維

持して活躍を続ける要因になっているのだろう。 

 

 

  

今回取材に協力いた
だいたこまむら歯科
クリニックさん。女性
のお客さんを意識し
たエントランス回り
というご依頼を見事
に実現。西調布駅すぐ
ですので、近くにいら
した際は「見学」なさ
ってください。 

エントランス
だけでなく建
物周囲も花木
で演出 
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My Favorite Things    

常見宏一さん（理工学部 1981 年卒）  

編集部 川嶋菊枝 (1983 文) 

常見さんの天体観測歴は、なんと早大学院地学部時代

から 47年。その経緯については『調布稲門会 40周年

記念誌』にご自身のエッセイがあります。今回は、そ

こにも登場する八ヶ岳南麓の観測所と最近の状況につ

いてお聞きしました。 

編集部（以下編）：大学卒業後、先輩たちと観測所を

作ったそうですが、そこまでするのは珍しいのでは？ 

常見：観測所を建てた 1986年頃は、それがブームだ

ったんです。自分達もと、13、4 人で資金を出し合

い、ＪＲ甲斐小泉駅近くに土地を

借りて山林を切り開き、観測所を

建て、個人ではとても持てない口

径 31センチの反射望遠鏡を据え付

けました。3月のハレー彗星の回

帰にちょうど間に合いました。 

編：観測所はどんな造りですか。 

常見：２階建てで、居室部分と望

遠鏡部分に分かれています。望遠鏡側の屋根をゴロゴ

ロと移動して全開すると、360度の観測ができます。

これだけ望遠鏡の口径が大きいと、淡い星雲や星団も

はっきり見えて、きれいな写真を撮る事ができます。 

編：観測所はどの位の頻度で使われているのですか。 

常見：この 30年でやめる人もいて、今は 7人ぐらい

で使っています。リタイアした先輩方は、毎月のよう

に平日にも行っているようですが、私はまだ仕事が忙

しく、行けるのは年 1、２回ぐらいです。    

編：撮影機材のデジタル化、電子化に乗り遅れたとの

ことですが、具体的にはどんなことですか。 

常見：例えば、星を点像に撮影するには、星の日周運

動（地球の自転によって、天球上の恒星や天体が地球

の周りをまわるように見える見かけの運動）に合わせ

てカメラを赤道儀に載せて、手で追尾して撮影してい

ました。最近の望遠鏡とデジタルカメラなら、自動的

に星を追尾して連続撮影ができます。また、銀塩カメ

ラは 1枚で勝負なので、30分以上の露出をかけていま

したが、デジタルカメラは 2～3分の露出の画像をパ

ソコンで何枚も合成して 1枚にします。さらに画像処

理のテクニックが色々あって、まだつ

いていけない状態です。 

編：今後はどんなふうに観測を続けて

いきたいですか。 

常見：自宅にも 1台望遠鏡を購入し

て、リタイアに備えて月や惑星を撮っ

てウォーミングアップをしています。

今後、見たい天文現象は、2035年の日

本で起こる皆既日食や、オーロラです

ね。銀塩時代は、きれいに撮れた写真を天文雑誌など

に投稿して掲載されることもよくありました。これか

らデジタルの技術を磨き、ほかの人が狙わないような

天体を撮影して、また投稿したいと思います。

甲斐小泉の観測所の口径 31 センチの望遠鏡と常見さ
ん。淡い星雲や星団もよく見える。 

常見さんがパソコンで合成した星の日周運動
の画像。4 千枚ぐらいの画像を合成している。 

天文誌『スカイウォッチャー』(廃刊)1996 年 3 月号に掲載の常見さん

の写真。銀塩カメラ時代は、雑誌だけではなく天体写真展などにも入選。 
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集まり散じてまた集まり  新入会員紹介  敬称略 ご本人の希望により記載しない項目もあります 

伊藤 正美 1979 理工修士 早稲田大学高等学院 

趣味: 読書、日帰り温泉ドライブ 

「ＮＴＴに勤めていました。今は週３回のアルバイ

トをしています。今読んでる本は「オウムアムアは

地球人を見たか?」です。」 

岡村 和久 1978 商 早稲田大学高等学院 

趣味: ギター（ロックとブルースバンド）、スキー 

同好会: ゴルフ、可能なら音楽同好会いかがですか 

「多摩川在住。新宿生まれ中野育ち。レッドツェッ

ペリンバンドの現役です。エレキでもアコギでもセ

ッション可です。ＩＴ企業退職後、大学で教鞭を取

っています。」 

加納 道章 1975 商      

趣味：テニス、ゴルフ、コーラス 同好会:テニス 

「ベルギーとニューヨークに約 10年駐在しました。

校友会に入会しましたが、その後、調布稲門会を紹

介され、活発な活動を知り即入会しました。まだ勤

務をしており活動にはなかなか参加叶いませんが、

交流会や社会貢献など徐々に増やせればと思いま

す。」 

鎌田 力 1986 商 洛南高等学校（京都） 

趣味: 映画鑑賞、読書   特技:柔道(6段) 

同好会: 語ろうアースカフェ 

「生まれ、育ちは京都府宇治市ですが、早稲田入学

以降、基本東京生活です。社会人になってから約十

年間は仕事でスペイン、アルゼンチンで過ごしまし

た。家内が調布出身で、私も多摩川の風景が好きに

なり、結婚後住み続けています。」 

久我宣之 1979政経 愛知県立瑞陵高等学校 

趣味: 旅行 読書 スポーツ観戦 

「コロナ禍がなかなか終息しませんが、自粛生活に

もストレスが溜まる一方なので、感染対策に留意し

つつ活動範囲を広げようと思っています。入会を機

に、新しいチャレンジができたらと考えています。」 

栗澤 智幸 1991法 浅野高等学校(横浜市) 

趣味: ラグビー観戦、ジョギング、湯治、飲酒(シン

グルモルト他)  特技: 芸無し 

同好会: ボランティア 

「会員の皆様と親睦を深めつつ、当会と調布のた

め、少しでもお役に立ちたく存じます。」 

後藤 登紀子 (準会員)  

趣味: ゴルフ   

同好会: カラオケ、テニス、語ろうアースカフェ 

佐藤 昌義 (準会員) 

同好会:カラオケ 

菅野 由美 1996 文 女子聖学院高等学校 

趣味: 茶道・バレエ鑑賞  同好会:カラオケ 

瀬川雅紀 1993 商 都立千歳丘高等学校 

趣味: ボクシング観戦 同好会:カラオケ 

ボクシングと 80年代アイドルをこよなく愛する会社

員です。卒業後、現在に至るまで金融機関に勤務し

ており、転勤族生活をして参りました。生まれ育っ

たのは世田谷区ですが、４年前に調布に自宅を購入

しました。宜しくお願い致します。この４月から転

勤となり福岡市に単身赴任しております。」 

谷田 昂宏 2006教 東亜学園高等学校 

趣味: ゴルフ、フットサル、サッカー・野球観戦 

「卒業後、早稲田の縦の繋がりを作る機会がありま

せんでしたので、私が育った調布の稲門会に参加さ

せて頂き、色々な繋がりが作れれば嬉しいです。」 

千村明弘 2000 商 神奈川県立市ヶ尾高等学校 

趣味: 酒蔵巡り  特技:全国転勤 

同好会: テニス 

「神奈川県横浜市出身ですが、妻の地元調布市に居

を構えたことにより入会させていただきました。仕

事柄、全国各地を転勤し現在、束の間の調布生活で

すが、みなさまとお近づきになれれば幸いです。」 

松居 秀行 1970年理工 早稲田大学高等学院 

趣味: 旅行、ハイキング 

深田 大久 2017年文研 鳥取県立鳥取東高等学校 

趣味: アマチュア野球観戦、相撲観戦、歴史や哲学

の本の読書、史跡や博物館巡り、映画鑑賞 

同好会:語ろうアースカフェ 

「学部と修士では西洋史をやっておりました。教育

学部→文学研究科で、本キャンと文キャンのハイブ

リッドです！」 
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西川 由希子 2016年国際 晃華学園高等学校 

趣味: カフェ巡り、ボードゲーム、 

日本語を教える事 

「昨年イギリス人と結婚をし、現在イギリス南西

部ブリストルに住んでおります。なかなかお会い

できる機会は無いかも知れませんが、イギリスの

現状などお伝えできたらと思っております。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林建設株式会社 
取締役社長 

林  清 一 
住 所 〒１８２‐８５１２ 

東京都調布市小島町２-５６-３ 

電 話 ０４２-４８６-１１１１ 

ＦＡＸ ０４２-４８６-１１２０ 

 

 

 

 

深大寺そば 創業文久年間 
ご宴会・俳句会・御法事 

元祖 嶋田家 
住 所 〒１８２‐００１７ 

東京都調布市深大寺元町５-１２-１０ 

電 話 ０４２-４８２-３５７８ 

ＦＡＸ ０４２-４９９-６６５５ 

 

舟久保法律事務所 

弁護士 舟久保 賢一 
 住 所 〒１０１‐００５４ 

東京都千代田区神田錦町１-８  

親和ビル５階 

電 話 ０３-６２７３-７９１７ 

  ＦＡＸ ０３-６２７３-７９１８ 

 
 

 
相続を争族にしないために、 

公正証書遺言をお勧めします。 

行政書士堀内綜合法務事務所 

  行政書士 堀内正之 
〒１８２‐００３５ 

東京都調布市上石原３-１２-８ 

電話・ＦＡＸ ０４２-４９９-１３００ 

ＨＰは｢調布 行政書士 堀内｣で検索 

 

 

 

イベント・パーティー 

(株）正直屋グループ 
 

住 所 〒１０３-００２３ 

東京都中央区日本橋本町４-７-１０ 

電 話 ０３-３８５３-１１７１ 
ＦＡＸ ０３-３８５３-１４９３ 

http://www.shojikiya.co.jp/ 

 

 

 

「語ろうアースカフェ」 代表 

 山 田 和 子 
（調布稲門会会長） 

自 宅 〒１８２‐００３５ 

東京都調布市上石原３-３９-１５ 

電 話 ０４２-４８８-０７４１ 

E-mail：kazuko.yamada@jcom.home.ne.jp 

 

 

宿泊・宴会・婚礼 

調布クレストンホテル 
住 所 〒１８２‐００２６ 

調布市小島町１-３８-１ 

調布パルコ８～１０Ｆ 

電 話 ０４２-４８９-５０００ 

ＦＡＸ ０４２-４８９-１１０６ 

    http://www.crestonhotel.jp 

 

 
 

早稲田大学賛助商議員 

調布稲門会 顧問  

元 木  勇 
自 宅 〒１８２‐０００３ 

調布市若葉町２-２２-１０ 

電 話 ０３-３３００-４５５４ 

ＦＡＸ ０３-３３００-８７２８ 

 

 
新しい食文化を創る 

株式会社山田屋本店 
代表取締役社長 秋 沢 淳 雄 

住 所 〒１８２‐００２４ 

東京都調布市布田２-１-１ 

電 話 ０４２-４８２-４５８５ 

ＦＡＸ ０４２-４８２-４５７２ 

     http://www.okomekan.net/ 

 

 

旭化成建材㈱指定工事店 

外壁塗装・屋根塗装 

株式会社住まいるスズキ 
代表取締役 鈴 木 光 孝  

〒１８２‐００２３ 

東京都調布市染地３-５-６５ 

電 話 ０１２０-０８０-２４２ 

～～個人の方も法人の方も～～ 

明石会計事務所 
税理士 明 石 純 一 

〒182-0026 

東京都調布市小島町 2-46-5 

電話 042-486-6545 

FAX  042-486-6123 

https://www.akashi-office.jp 

 

＜編集後記＞ 稲門会入会後、すぐに新型コロナの流行が始まり、今回、初めて総会に参加しました。3 年ぶりの対面での開催と

いうことで、幹事も参加される方々も、じかに会える喜びをかみしめているようでした。早くコロナの流行が終息して、同好会や

「キテネ」の活動などが再開され、その様子を誌面でお伝えできるようになることを願っています。           （川嶋菊枝記） 

名誉会長林貞夫さんの逝去を悼む            山田和子 

2 月 8 日、初代会長林貞夫氏がご逝去されました(享年 95 歳)。 慎んでご冥福をお祈り致します。 
林さんは、調布稲門会設立に奔走され、設立より 18 年間会長を務められた当会のレジェンドです。社会福祉協議

会会長としてもご活躍で、当会は三多摩地区稲門会で初めて地域貢献事業（福祉バザー参加）を開始、その伝統は現
在も更に拡がりのある活動に繋がっています。また兄和男氏と共に調布リトルリーグにも長年貢献されてきました。 
設立 40 周年を迎えるに当たり、昨年５月２日、林さんと初めてでまた最後となった電話対談を行いました （「紺

碧」第 54 号 調布稲門会設立 40 周年記念号に掲載）。林名誉会長は、最後の早慶戦の思い出などを語り、最後に「自
分ができることは、これからもできるだけ稲門会の行事に出席することです」と話されました。コロナ禍で行事を開
催できず、ご参加頂く機会を作れなかったのが残念です。 

昨年末送付した、入会勧誘
のＱR コード付き葉書で入会
された西川さん。このほど一
時帰国されたので、5 月 10
日にウェルカムランチ会を府
中市にあるロシア料理店「ペ
チカ」で行いました。今後西
川さんからの英国よもやま
話も楽しみです  

(山田和子 記) 

mailto:kazuko.yamada@jcom.home.ne.jp

